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岡山県総合教育センターでは、平成 28 年２月に、ブックレット「子どもの

学びを支えるヒント集２～思考力・判断力・表現力等を育むために～」を発刊

しました。このブックレットは、主として活用を問う「B問題」を取り上げて、

思考力・判断力・表現力等を育む授業改善と、素地となる取り組みを掲載して

います。  

この度、このブックレットを徹底活用するための校内研修パッケージを作成

しました。進行役のシナリオやパワーポイントの提示資料、ワークシートをセ

ットにして、各校の研修のねらいに合わせて活用できるようにしています。内

容を確認の上、ぜひご活用ください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  

「『子どもの学びを支えるヒント集２』徹底活用するための 

校内研修パッケージ」に含まれるもの 

□ シナリオ（研修内容や研修内容の組み合わせ例、研修を進めるシナリオ等

を示した資料）   

□ スライド（パワーポイントの提示資料） 

□ ワークシート（研修内容に沿って選択して活用できるもの） 

研修内容 

はじめに 
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研修内容の組み合わせ例 

【教科に関係なく学校全体の取り組みの共通理解を図りたい！】 

「授業づくり共通理解研修」＋「学校・学級の取り組みブラッシュアップ研修」 

【全国調査の結果を踏まえ、学校全体の取り組みの共通理解を図りたい！】 

「結果公表後研修」＋「学校・学級の取り組みブラッシュアップ研修」 

【授業を計画する力を向上させたい！】 

「単元計画研修」＋「本時計画研修」 

約１時間 20分 

約１時間 55分 

約１時間 55分 

【年間を通して充実した校内研修を行いたい！】 

１年間を通して、校内研修の実施できる時に、６回に分けて継続的に取り組む。 

グループ構成 

研修の中では、グループ協議を行います。 

１グループを３～４人で構成してください。 

グループの構成は、次のようなものが考えられ 

ます。各校の実態に合わせて構成してください。 

・学年別で構成  ・教科担当別で構成  ・経験年数を考慮して構成 等 

研究主任等の進行役が、研修内容を知らせないでその場で研修の道筋をつくってい

く研修もありますが、限られた研修時間の中で、事前の準備が有効な研修もあります。

事前の準備としては、次のようなことが考えられます。 

 ・研修内容に関係するページを事前に知らせ、各自が読み込んで研修に参加する。 

・自校の課題について、教職員にアンケートを行い、集計しておく。 

校内研修を始める前に 
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共－1 

徹底活用するための
校内研修パッケージ

 

これから、「子どもの学びを支える

ヒント集２」を活用した校内研修を

始めます。  
 

共－2 ６つの研修の概要はじめに

研修の名称
おすすめ
時期

「ヒント集２」の対応箇所 研修時間

Ⅰ 授業づくり共通理解研修 ４～５月
P４・５「課題解決のための４
つのプロセス」

約30分

Ⅱ 自校採点後研修 ４～５月
P４「プロセス１・２」
実践事例のプロセス１・２

約60分

Ⅲ 結果公表後研修 ８～９月
P４「プロセス１・２」
実践事例のプロセス１・２

約65分

Ⅳ 単元計画研修 通年
P５「プロセス３」
実践事例のプロセス３

約60分

Ⅴ 本時計画研修 通年
P５「プロセス４」
実践事例のプロセス４

約55分

Ⅵ
学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

学期当初
P22～38「思考力・判断力・
表現力等を育むための素地とな
る学校・学級の取り組み」

約50分

研修の取り扱い
①研修はそれぞれで完結しているため、シリーズでも単独でも扱うことができる。
②同日の研修で、２つ以上の研修を組み合わせることもできる。

 

「子どもの学びを支えるヒント集２」

を徹底活用する校内研修パッケー

ジ概要はこのようになっています。 

※研修担当者はスライドを読み上

げる。 

  
 

共－3 ６つの研修の概要はじめに

研修の名称 研修の目的

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

全国学力・学習状況調査を活用した課題解決のための授業づく
りについて知り、今後の授業づくりのヒントにすることができ
る。

Ⅱ 自校採点後研修

自校の採点結果から、課題を捉え、今後の指導の改善・充実の
方向を共有することができる。

Ⅲ 結果公表後研修
全国平均正答率との差から自校の課題を捉え、今後の指導の改
善・充実の方向を共有することができる。

Ⅳ 単元計画研修
小学校国語を題材に、B問題を単元として捉えることで、単元
を計画する力を高めることができる。

Ⅴ 本時計画研修

小学校算数を題材にして、「授業５」を意識することで、本時
を計画する力を高めることができる。

Ⅵ
学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

学力向上に向け、現在の学校・学級の取り組みを振り返るとと
もに、他校の実践事例を参考にすることを通して、より実効的
な学校の取り組みを構想することができる。

課題解決のための４つのプロセスとは？

正答率の低い問題を課題に！

全国との差の大きい問題を課題に！

調査問題を単元に！

「授業５」を意識して！

10のアイディアを参考に！

 

「子どもの学びを支えるヒント集２」

を徹底活用する校内研修パッケー

ジの概要はこのようになっていま

す。 

※研修担当者はスライドを読み上

げる。 

  
 

研修共通スライド 
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Ⅰ－１ 
Ⅰ 授業づくり共通理解研修

【目的】

全国学力・学習状況調査を活用した課題解
決のための授業づくりについて知り、今後の
授業づくりのヒントにすることができる。

 

「Ⅰ 授業づくり共通理解研修」の

目的は「全国学力・学習状況調査

を活用した課題解決のための授業

づくりについて知り、今後の授業づ

くりのヒントにすることができる」こ

とです。 

  
 

Ⅰ－２ 

【準備物】
・「ヒント集２」Ｐ４・５
・ワークシート

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

準備物はこのようになっています。

※研修担当者はスライドを読み上

げる。  
 

Ⅰ－３ 

○全国調査を生かした授業づくりについて
考える。（３分）

○書いたことを交流する。（４分）
（グループ）

○「ヒント集２」P４・５を読む。（10分）

○気付きを書く。（３分）
（個人）

○気付きを交流する。（５分）
（グループ）
○全体で報告する。（５分） ※時間は目安です。

時間
約30分

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

研修の流れはこのようになってい

ます。約30分を予定しています。  
 

Ⅰ 授業づくり共通理解研修 
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Ⅰ－４ 

○全国調査を生かした授業づくりについて考える。

○書いたことを交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P４・５を読む。

○気付きを書く。
（個人）

○気付きを交流する。
（グループ）
○全体で報告する。

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

それでは、みなさんは全国学力・

学習状況調査は授業づくりにどの

ように生かせると思いますか。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 

Ⅰ－５ 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

個人で、ワークシートの赤枠部分

に記入してください。 

  
 

Ⅰ－６ 

○全国調査を生かした授業づくりについて考える。

○書いたことを交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P４・５を読む。

○気付きを書く。
（個人）

○気付きを交流する。
（グループ）
○全体で報告する。

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

それでは、個人で書いたことを基

に交流してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 
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Ⅰ－７ 

※ワークシートの赤
枠部分に記入してく
ださい。

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

交流した内容は、ワークシートの

赤枠部分に記入してください。 

  
 

Ⅰ－８ 

○全国調査を生かした授業づくりについて考える。

○書いたことを交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P４・５を読む。

○気付きを書く。
（個人）

○気付きを交流する。
（グループ）
○全体で報告する。

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

それでは、全国学力・学習状況調

査を活用した授業づくりについて、

「ヒント集２」P４・５をご覧ください。

これらからプレゼンを用いて説明

をします。 

  
 

Ⅰ－９ 

全国学力・学習状況調
査の結果を分析する

プロセス１：

課題の把握をする

プロセス２：

単元の目標を定める

「解説資料」や「報
告書」で学習指導要
領との関連を確かめ
る

正
答
率
の
差

ベンチマークグラフ（対全国）
の例

優
先
順
位

1.0

3.7

-3.4

-3.2

-2.2

12

15

2

3

4

-15 +15

プロセス３：

単元を計画する

プロセス４：

本時の授業を計画する

「岡山型学習指導のス
タンダード」の「授業
５」を参考に１単位時
間を構成する

身に付けさせたい力に

ふさわしい言語活動を

位置付ける

第1章 P4

 

全国学力・学習状況調査で見られ

た課題の解決のためには、普段の

授業そのものを改善・充実していく

ことが大切です。ここには、課題解

決のためには、４つのプロセスで

授業を計画していくことが書かれ

ています。この４つのプロセスの考

え方はどの教科でも共通している

授業づくりの考え方です。一つず

つ確かめていきましょう。  
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Ⅰ－10 

全国学力・学習状況調査の
結果を分析する

プロセス１：課題の把握をする

正
答
率

の
差

ベンチマークグラフ（対全国）の例

優
先

順
位

1.0

3.7

-3.4

-3.2

-2.2

12

15

2

3

4

-15 +15
○平均正答率
○無解答率

＊正答率そのものが低い問題

自校と全国・県との比較

課題の把握・
取り組みの優先順位

課題の把握・
取り組みの優先順位

P4

 

プロセス１では、全国学力・学習状

況調査の設問別に、全国と自校の

平均正答率の差を明らかにしま

す。その際、義務教育課から配付

されている「結果分析及び学力向

上改善プラン作成支援ツール」を

活用します。ツールの中のベンチ

マークグラフを使い、差の大きい

設問から取り組みの優先順位を付

けます。また、平均正答率そのも

のが低い設問も課題として捉えま

す。  
 

Ⅰ－11 プロセス２：単元の目標を定める

「解説資料」や「報告書」で
学習指導要領との関連を確かめる

調査問題の設問と学習指導要領との関連を確認

「解説資料」 調査実施とともに配付・Web

公開

「報告書」 調査結果公表とともに配付・
Web公開

課題と捉えた学力を正確に捉えるために活用

「ふりかえり
プリント集」

義務教育課から配付

「校内研修
パッケージ」

総合教育センターWebページ
＊「学習指導要領と過去の調
査問題の関連一覧表」掲載

単元の目標及び
評価基準の設定

P4

 

プロセス２では、全国学力・学習状

況調査実施とともに配付される「解

説資料」結果公表後に配付される

「報告書」を読み、課題として把握

した設問が、学習指導要領とどの

ように関連しているかを確認しま

す。一つ一つの設問には、学習指

導要領の領域・内容が密接に関連

しています。このプロセスを経るこ

とで、教師は課題となっている学

力に対し理解を深めることができ

ます。また、義務教育課から配付

された「振り返りプリント集」や総合

教育センターのＷｅｂページに掲載

されている「全国学力・学習状況

調査と学習指導要領の関連表」を

活用して、課題となっている学力

について多面的に捉えていきま

す。その上で、単元の目標及び、

評価規準を設定していきます。  
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Ⅰ－12 プロセス３：単元を計画する

身に付けさせたい力にふさわしい

言語活動を位置付ける

全国調査そのものを活用した単元計画

○「全国学力・学習状況調査の
結果を踏まえた授業アイディ
ア例」

○B問題そのものが１つの単元
○A・B問題が教材

＊単元の計画につい
ての参考資料：授業
づくりの基礎・基本
（平成25・26年度
岡山県総合教育セン
ター）

P５

 

プロセス３では単元を計画してい

きます。計画を立てる上では、そ

れぞれの教科に応じて適切な言

語活動を設定し、単元の目標を主

体的・協働的に達成していけるよう

にします。その際、三つの方法に

ご留意ください。一つは全国学力・

学習状況調査結果公表とともに配

付される「全国学力・学習状況調

査の結果を踏まえた授業アイディ

ア例」を活用します。二つ目はＢ問

題そのものを授業として捉え、単

元として計画します。３つ目は、Ａ

問題もＢ問題も教材として捉え、教

科書をすすめる上で、適切な場面

を見出し、取り組ませるようにしま

す。このように関連する資料を参

考にしたり、調査問題そのものを

活用したりして単元を計画すること

ができます。  
 

Ⅰ－13 プロセス４：本時の授業を計画する

「岡山型学習指導のスタンダード」の
「授業５」を参考に１単位時間を構成する

①～⑤のポイントについて

①児童生徒のやってみたい、考えてみ
たいという内発的な動機が喚起され
るようにすること。

②話し合い活動を行う場合、それ自体
を目的にするのではなく、交流を通
して身に付ける力を明確にして取り
組むこと。また、自分の考えをもた
せてから話し合わせること。
③練習問題や発問によって、児童生徒
に達成度を確認させ、習得できてい
ない場合は個別指導を行うこと。

④教員がその授業で何を学んだのか整
理し、確認するようにすること。
⑤児童生徒自身が分かったこと、でき
たことを振り返るようにさせること。

P５

 

プロセス４では、本時の授業を計

画します。「岡山型学習指導のスタ

ンダード」には、「授業５」として①

～⑤のポイントが示されています。

①は、児童生徒のやってみたい、

考えてみたいという内発的な動機

が喚起されるようにすること。②

は、話し合い活動を行う場合、そ

れ自体を目的にするのではなく、

交流を通して身に付ける力を明確

にして取り組むこと。また、自分の

考えをもたせてから話し合わせる

こと。③は、練習問題や発問によ

って、児童生徒に達成度を確認さ
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せ、習得できていない場合は個別

指導を行うこと。④は、教員がその

授業で何を学んだのか整理し、確

認するようにすること。⑤は、子ど

も自身が分かったこと、できたこと

を振り返るようにさせること。これら

のポイントに留意しながら、具体的

な本時の主な学習活動を計画しま

す。  
 

Ⅰ－14 

○全国調査を生かした授業づくりについて考える。

○書いたことを交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P４・５を読む。

○気付きを書く。
（個人）

○気付きを交流する。
（グループ）
○全体で報告する。

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

それでは、ここまでを踏まえて、授

業づくりに関する気付きを書きまし

ょう。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 

Ⅰ－15 

※ワークシートの赤
枠部分に記入してく
ださい。

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

個人で、ワークシートの赤枠部分

に記入してください。  
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Ⅰ－16 

○全国調査を生かした授業づくりについて考える。

○書いたことを交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P４・５を読む。

○気付きを書く。
（個人）

○気付きを交流する。
（グループ）
○全体で報告する。

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

それでは、個人で書いたことを交

流してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 

Ⅰ－17 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

交流した内容は、ワークシートの

赤枠部分に記入してください。 

  
 

Ⅰ－18 

○全国調査を生かした授業づくりについて考える。

○書いたことを交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P４・５を読む。

○気付きを書く。
（個人）

○気付きを交流する。
（グループ）
○全体で報告する。

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

それでは、グループで交流したこと

を全体で報告してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
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Ⅰ－19 

※ワークシートの赤
枠部分に記入してく
ださい。

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

交流した内容は、ワークシートの

赤枠部分に記入してください。  
 

Ⅰ－20 

【まとめ】
・全国学力・学習状況調査で見られた課題か
ら授業づくりをしていく。

・授業づくりはどの教科も同じ。

以上で研修は終わりです。お疲れ様でした。

Ⅰ 授業づくり共通理解研修

 

授業づくりには、いろいろな方法や

観点がありますが、全国学力・学

習状況調査で見られた課題から授

業の改善・充実に取り組むことは、

子どもたちの学力の向上のために

有効なものです。また、どの教科

においても、身に付けさせたい力

や子どもの実態から本時、単元へ

と授業づくりをしていくことは、大切

です。以上で、研修は終わります。

お疲れ様でした。  
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Ⅱ－１ Ⅱ 自校採点後研修

【目的】

自校の採点結果から、課題を捉え、今
後の指導の改善・充実の方向を共有する
ことができる。

 

「Ⅱ 自校採点後研修」の目的は

「自校の採点結果から、課題を捉

え、今後の指導の改善・充実の方

向を共有することができる」です。 

  
 

Ⅱ－２ 

【準備物】
・「ヒント集２」Ｐ４・研修対象教科のプロセス２
に該当するページ

・自校の採点結果
・課題の見られた問題（１つ）
・「解説資料」の問題に関する資料
（「出題の趣旨」「解説（正答例）」「学習指導
に当たって」等）

・ワークシート
【追加が考えられる準備物】
※課題の見られた問題と類似の問題（過去の問題）
※「報告書」から類似の問題に係る部分

Ⅱ 自校採点後研修

 

準備物はこのようになっています。  
 

Ⅱ－３ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。（５分）

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。（４分）
（個人）

○書いたことを交流する。（５分）

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。（15分）

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。（３分）
（個人）

○考えたことを交流する。（５分）
（グループ）

○全体で共有する。（５分）

※時間は目安です。

時間

約60分（５分）

（10分）

（３分）

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、次の順番で研修を進め

ていきます。研修時間は約60分で

す。  
 

Ⅱ 自校採点研修 
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Ⅱ－４ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、研修の概要や意義を確

認するために「ヒント集２」のP４と、

本日の研修対象教科の実践事例

のプロセス１・２に当たるページを

ご覧ください。 

  
 

Ⅱ－５ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、本年度の自校採点の

設問別結果の一覧をご覧くださ

い。平均正答率が低かった問題を

課題と捉えます。従って本研修で

取り上げる問題は、（教科）（問題

番号）とします。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 

Ⅱ－６ 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
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Ⅱ－７ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、課題があると考えられ

るこの問題を、全員一度解いてみ

ましょう。（解答する）それでは、

「解説資料」から正答例を抜き出し

ているので、ご確認ください。※余

裕があれば、課題と捉えた問題と

類似の問題を取り上げることもで

きる。その際は、岡山県総合教育

センターのWebページから「全国

学力・学習状況調査と学習指導要

領の関連表」と義務教育課から配

付されている「ふりかえりプリント

集」を活用して検索する。 

（次はオプションスライド）  
 

オプシ

ョン１ 「全国学力・学習状況調査と学習指導要領との関連表」（国語）

調査実施年度

※学習指導要領改訂前の調査問題の設問
については、できるだけ現行の学習指導
要領に当たるところに位置付けています。

指導事項

Ⅱ 自校採点後研修オプション
スライドン

 

過去の調査問題の検索に当たっ

ては、総合教育センターのWebペ

ージにある「全国学力・学習状況

調査と学習指導要領との関連表」

と義務教育課から配付されている

「ふりかえりプリント集」を使いまし

た。「全国学力・学習状況調査と学

習指導要領との関連表」は、国

語、算数、数学が掲載されていま

す。国語を例に取り上げて説明し

ます。国語科において身に付けさ

せる学力として示されている指導

事項に対し、その一つ一つに関連

する問題が位置付けられていま

す。（クリック）また、下線部のよう

に全国的に課題のある内容につ

いては、何度も出題されていること

も見えてきます。  
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オプシ

ョン２ 「ふりかえりプリント集」

・年度
・対象校種
・科目
・領域
・対象学年
・設問番号
より絞り込みが可能で、
選択されている条件を全て
含む問題が検索結果として
リスト表示されます。

Ⅱ 自校採点後研修オプション
スライドン

 

先ほどの「全国学力・学習状況調

査と学習指導要領との関連表」で

問題に目星を付け、「ふりかえりプ

リント集」でその問題や関係する資

料をプリントアウトしました。  
 

Ⅱ－８ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、この問題を解くために

は、どんな学力を付ける必要があ

ると思いますか。個人で考えてくだ

さい。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 

Ⅱ－９ 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
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Ⅱ－10 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、個人で書いたことを交

流してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅱ－11 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
 

Ⅱ－12 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、交流したことをグループ

の代表者が黒板（ホワイトボード）

に書いてください。  
 



- 17 - 

 

Ⅱ－13 

本校の子どもたちに
身に付けさせたい力
◎・・・・・・・
◎・・・・・・・

Aグループ
から出た意見

○・・・・・

Bグループ
から出た意見

○・・・・・
○・・・・・

Cグループ
から出た意見

○・・・・・
○・・・・・

Dグループ
から出た意見

○・・・・・

黒板（ホワイトボード）等のイメージ

Ⅱ 自校採点後研修

 

このようなイメージでグループごと

に書いていただき、その後補足説

明してください。最後に、共通して

いることをまとめて、「本校の子ど

もたちに身に付けさせたい力」とし

て、共通理解していきたいと思い

ます。 

（グループごとに書く） 

それでは、グループごとに補足説

明を簡単にしてください。それで

は、共通していることをまとめてい

きたいと思います。 

（まとめる） 

それでは、共通理解されたことを

ワークシートに書いてください。 

※研修担当者はグループで出たこ

との共通点をまとめたり、重要だと

考えられることを確認したりして、

自校の課題を明確にし、共通理解

を図る。（次のスライドでワークシ

ートを示す）  
 

Ⅱ－14 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
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Ⅱ－15 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、「解説資料」（「問題の

趣旨」「解説」「学習指導に当たっ

て」等）を読み、指導のヒントを得

てください。 

※関連する過去の問題に取り組

んだ場合は、その実施年度の「報

告書」から問題に係る部分を抜き

出して配付する。  
 

Ⅱ－16 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、この課題を対象学年だ

けのものにせず、学校全体として

捉えた時、自分の学年や学級の

授業においてどのような指導の改

善・充実ができますか。個人で、考

えてください。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 

Ⅱ－17 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
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Ⅱ－18 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、グループで考えたことを

交流してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 

Ⅱ－19 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
 

Ⅱ－20 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○自校採点結果から課題を把握する。

○課題と捉えた問題（及び、関連する過去の問題）を解き、正答例を確かめる。

○どんな学力を付ける必要があるか考える。
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「解説資料」（また、過去の問題の「報告書」）を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、報告してもらいます。メ

モをとりながら聞いてください。（次

のスライドでワークシートを示す） 
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Ⅱ－21 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅱ 自校採点後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠の

部分に記入してください。  
 

Ⅱ－22 

【まとめ】
・正答率の低さを課題と捉える。
・対象学年だけの課題と捉えるのではな
く、自分の学年・学級のこととして捉
える。

以上で研修は終わりです。お疲れ様でした。

Ⅱ 自校採点後研修

 

自校の課題を把握するためには、

正答率そのものの低さにも注目し

て、課題を把握することが重要で

す。そして、その調査問題からど

のような学力が求められているの

か。その学力を身に付けるため

に、どのような授業の改善・充実

が各学年・学級で図ることができる

のかを考えていく必要があります。

本日の研修で見えてきた取り組み

の方向をぜひ、実現するように取

り組んでください。以上で研修は終

わりです。お疲れ様でした。 
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Ⅲ－１ Ⅲ 結果公表後研修

【目的】

全国平均正答率との差から自校の課題
を捉え、今後の指導の改善・充実の方向
を共有することができる。

 

「Ⅲ 結果公表後研修」の目的は、

「全国平均正答率との差から自校

の課題を捉え、今後の指導の改

善・充実の方向を共有することが

できる。」ことです。  
 

Ⅲ－２ 

【準備物】
・「ヒント集２」Ｐ４・研修対象教科のプロ
セス２に該当するページ
・自校のベンチマークグラフ
・課題の見られた問題（１つ）
・課題の見られた問題の自校の解答類型
・「報告書」の問題に関する資料
（「解答類型と反応率（正答例）」「分析結果と
課題」「学習指導に当たって」等）

・ワークシート

Ⅲ 結果公表後研修

 

準備物はこのようになっています。 

※研修担当者は「結果析及び学

力向上改善プラン作成支援ツー

ル」の「ベンチマークグラフ」を活用

し、優先順位の高い問題を選択し

ておく。 

  
 

Ⅲ－３ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○ベンチマークグラフから成果や課題を把握する。（10分）

○課題と捉えた問題を解き、自校の「解答類型」全国の「解答類型と反応率（正答
例）」を確認する。

○どんな力を付ける必要があるか考える。（４分）
（個人）

○書いたことを交流する。（５分）

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。（15分）

○「分析結果と課題」「学習指導に当たって」等を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。（３分）
（個人）

○考えたことを交流する。（５分）
（グループ）

○全体で共有する。（５分）

※時間は目安です。

時間

約65分（５分）

（10分）

（３分）

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、次の順番で研修を進め

ていきます。研修時間は約65分で

す。  
 

Ⅲ 結果公表後研修 
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Ⅲ－４ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○ベンチマークグラフから課題を把握する。

○課題と捉えた問題を解き、自校の「解答類型」全国の「解答類型と反応率（正答
例）」を確認する。

○どんな力を付ける必要があるか考える
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「分析結果と課題」「学習指導に当たって」等を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○全体で共有する。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、研修の概要や意義を確

認するために「ヒント集２」のP４と

本日の研修対象教科の実践事例

のプロセス１・２に当たるページを

ご覧ください。  
 

Ⅲ－５ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○ベンチマークグラフから成果や課題を把握する。

○課題と捉えた問題を解き、自校の「解答類型」全国の「解答類型と反応率（正答
例）」を確認する。

○どんな力を付ける必要があるか考える
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「分析結果と課題」「学習指導に当たって」等を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○全体で共有する。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、今年度の全国学力・学

習状況調査の結果を反映させた

本校の国語・算数・数学（理科）の

ベンチマークグラフをご覧くださ

い。 

（全体的な傾向が把握できるくらい

の見る時間をとる） 

本校の成果として（教科）（設問）な

どにおいて、全国平均正答率を上

回っており、学力の定着状況が確

認できます。また、全国平均正答

率と比較して差の大きい設問から

取り組みの優先順位を付け、優先

順位の高い問題から課題と捉えて

います。この研修では、課題と捉

えた（教科）（問題番号）を取り上げ

ます。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 



- 23 - 

 

Ⅲ－６ 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠部

分に記入してください。  
 

Ⅲ－７ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○ベンチマークグラフから課題を把握する。

○課題と捉えた問題を解き、自校の「解答類型」全国の「解答類型と反応率（正答
例）」を確認する。

○どんな力を付ける必要があるか考える
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「分析結果と課題」「学習指導に当たって」等を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○全体で共有する。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、課題のあると考えられ

るこの問題を、全員一度解いてみ

ましょう。（解答する）それでは、自

校の「解答類型」と、全国の「解答

類型と反応率」を「報告書」から抜

き出しているので、併せてご確認く

ださい。  
 

Ⅲ－８ 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○ベンチマークグラフから課題を把握する。

○課題と捉えた問題を解き、自校の「解答類型」全国の「解答類型と反応率（正答
例）」を確認する。

○どんな力を付ける必要があるか考える
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「分析結果と課題」「学習指導に当たって」等を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○全体で共有する。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、この問題を解くために

は、どんな力を付ける必要がある

と思いますか。個人で考えてくださ

い。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
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Ⅲ－９ 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、ワークシートの赤枠部

分に記入してください。  
 

Ⅲ－10 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○ベンチマークグラフから課題を把握する。

○課題と捉えた問題を解き、自校の「解答類型」全国の「解答類型と反応率（正答
例）」を確認する。

○どんな力を付ける必要があるか考える
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「分析結果と課題」「学習指導に当たって」等を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○全体で共有する。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、個人で書いたことを交

流してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
 

Ⅲ－11 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、グループで交流したこと

は、ワークシートの赤枠部分に記

入してください。  
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Ⅲ－12 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○ベンチマークグラフから課題を把握する。

○課題と捉えた問題を解き、自校の「解答類型」全国の「解答類型と反応率（正答
例）」を確認する。

○どんな力を付ける必要があるか考える
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「分析結果と課題」「学習指導に当たって」等を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○全体で共有する。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、全体で、黒板などに整

理し自校の課題として共有したい

と思います。交流したことをグルー

プの代表者が黒板（ホワイトボー

ド）に書いてください。  
 

Ⅲ－13 

本校の子どもたちに
身に付けさせたい力
◎・・・・・・・
◎・・・・・・・

Aグループ
から出た意見

○・・・・・

Bグループ
から出た意見

○・・・・・
○・・・・・

Cグループ
から出た意見

○・・・・・
○・・・・・

Dグループ
から出た意見

○・・・・・

黒板（ホワイトボード）等のイメージ

Ⅲ 結果公表後研修

 

このようなイメージでグループごと

に書いていただき、その後補足説

明してください。最後に、共通して

いることをまとめて、「本校の子ど

もたちに身に付けさせたい力」とし

て、共通理解していきたいと思い

ます。 

（グループごとに書く） 

それでは、グループごとに補足説

明を簡単にしてください。 

（補足説明後） 

それでは、全体での協議を通し

て、「本校の子どもたちに身に付け

させたい力」を考えていきたいと思

います。実現の可能性を考えて、

最終的には、１つか、２つ程度に

絞りたいと思います。 

（研修担当者は司会をしながら、

協議を通して考えをまとめる）共通

理解されたことをワークシートに書

いてください。（次のスライドでワー

クシートを示す） 
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Ⅲ－14 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、共通理解されたことは、

ワークシートの赤枠部分に記入し

てください。  
 

Ⅲ－15 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○ベンチマークグラフから課題を把握する。

○課題と捉えた問題を解き、自校の「解答類型」全国の「解答類型と反応率（正答
例）」を確認する。

○どんな力を付ける必要があるか考える
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「分析結果と課題」「学習指導に当たって」等を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○全体で共有する。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、「報告書」にあるこの問

題に関する部分である「分析結果

と課題」「学習指導に当たって」等

をご覧になり、指導のヒントを得て

ください。  
 

Ⅲ－16 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○ベンチマークグラフから課題を把握する。

○課題と捉えた問題を解き、自校の「解答類型」全国の「解答類型と反応率（正答
例）」を確認する。

○どんな力を付ける必要があるか考える
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「分析結果と課題」「学習指導に当たって」等を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○全体で共有する。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、この課題を対象学年だ

けのものにせず、学校全体として

捉えた時、自分の学年や学級の

授業においてどのような指導の改

善・充実ができますか。個人で、考

えてください。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 
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Ⅲ－17 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、グループで交流したこと

は、ワークシートの赤枠部分に記

入してください。  
 

Ⅲ－18 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○ベンチマークグラフから課題を把握する。

○課題と捉えた問題を解き、自校の「解答類型」全国の「解答類型と反応率（正答
例）」を確認する。

○どんな力を付ける必要があるか考える
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「分析結果と課題」「学習指導に当たって」等を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○全体で共有する。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、グループで考えたことを

交流してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅲ－19 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、グループで交流したこと

は、ワークシートの赤枠部分に記

入してください。  
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Ⅲ－20 

○「ヒント集２」P４・研修対象教科のプロセス１・２を読む。

○ベンチマークグラフから課題を把握する。

○課題と捉えた問題を解き、自校の「解答類型」全国の「解答類型と反応率（正答
例）」を確認する。

○どんな力を付ける必要があるか考える
（個人）

○書いたことを交流する。

（グループ）
○全体で、黒板などに整理し自校の課題として共有する。

○「分析結果と課題」「学習指導に当たって」等を読み、指導のヒントを得る。

○自分の学年や学級の指導について考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○全体で共有する。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、報告してもらいます。メ

モをとりながら聞いてください。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅲ－21 

※ワークシートの

赤枠部分に記入して
ください。

Ⅲ 結果公表後研修

 

それでは、報告されたことをメモし

ましょう。  
 

Ⅲ－22 

以上で研修は終わりです。お疲れ様でした。

【まとめ】
・全国の平均正答率との差の大きい設問
から優先順位を付ける。
・対象学年だけの課題と捉えるのではな
く、自分の学年・学級こととして捉え
る。

Ⅲ 結果公表後研修

 

自校の課題を把握するためには、

全国学力・学習状況調査の結果

から、ベンチマークグラフ等を活用

して、成果や課題を把握すること

が重要です。特に、全国の平均正

答率との差の大きい設問から優先

順位を付け、取り組みを考えること

が必要です。また、対象学年だけ

の課題として捉えるのではなく、自

分の学校・学級のこととして捉え、

具体的な指導の改善・充実を図る

ことが重要です。本日の研修で見

えてきた取り組みの方向をぜひ、

実現するように取り組んでくださ

い。以上で研修は終わりです。お

疲れ様でした。  
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Ⅳ－１ Ⅳ 単元計画研修

【目的】
小学校国語を題材に、B問題を単元と
して捉えることで、単元を計画する力を
高めることができる。

 

「Ⅳ 単元計画研修」の目的は、

「小学校国語を題材に、B問題を単

元として捉えることで、単元を計画

する力を高めることができる」で

す。課題解決のために、B問題そ

のものを活用することを考えます。

このことは、教師が単元を計画す

る力を付けることにもつながるた

め、重要な視点となります。また、

算数、数学においても、単元の展

開の中に、調査問題を教材として

組み込んでいくことができます。本

研修を参考に算数、数学の授業づ

くりについても考えてください。  
 

Ⅳ－２ 

【準備物】
・「ヒント集２」P３、Ｐ６～９
・平成27年度 全国調査小学校国語Ｂ３
・正答例等（「解説資料」や「報告書」から）
・ワークシート１（単元計画）
・ワークシート２

Ⅳ 単元計画研修

 

準備物はこのようになります。  
 

Ⅳ 単元計画研修 
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Ⅳ－３ 

○「ヒント集２」P３を読む。（３分）

○平成27年度 小学校国語B３を解く。（10分）

○正答例を確かめる。（３分）

○この問題を単元として捉え、単元を計画する。（20分）
（個人）

○立てた単元の計画を交流する。（10分）
（グループ）

○「ヒント集2」P６・７を読む。（５分）

○新しく知ったことや気付きを書く。（４分）
（個人）

○グループで交流する。（５分）

時間
約60分

※時間は目安です。

Ⅳ 単元計画研修

 

それでは、このように研修を進め

ていきます。時間は約60分です。 

※研修担当者は流れを読み上げ

る。  
 

Ⅳ－４ 

○「ヒント集２」P３を読む。

○平成27年度 小学校国語B３を解く。

○正答例を確かめる。

○この問題を単元として捉え、単元を計画する。
（個人）

○立てた単元の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集2」P６・７を読む。

○新しく知ったことや気付きを書く。
（個人）

○グループで交流する。

Ⅳ 単元計画研修

 

それでは、「ヒント集２」３ページを

ご覧ください。  
 

Ⅳ－５ 

○「ヒント集２」P３を読む。

○平成27年度 小学校国語B３を解く。

○正答例を確かめる。

○この問題を単元として捉え、単元を計画する。
（個人）

○立てた単元の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集2」P６・７を読む。

○新しく知ったことや気付きを書く。
（個人）

○グループで交流する。

Ⅳ 単元計画研修

 

それでは、平成27年度 全国学

力・学習状況調査 小学校国語B

３をご準備ください。それでは、問

題に取り組んでください。  
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Ⅳ－６ 

○「ヒント集２」P３を読む。

○平成27年度 小学校国語B３を解く。

○正答例を確かめる。

○この問題を単元として捉え、単元を計画する。
（個人）

○立てた単元の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集2」P６・７を読む。

○新しく知ったことや気付きを書く。
（グループ）

○グループで交流する。

Ⅳ 単元計画研修

 

それでは、正答例を確かめてくだ

さい。 

※正答例を確かめる前に、周りの

人と書いた解答について交流して

もよい。  
 

Ⅳ－７ 

○「ヒント集２」P３を読む。

○平成27年度 小学校国語B３を解く。

○正答例を確かめる。

○この問題を単元として捉え、単元を計画する。
（個人）

○立てた単元の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集2」P６・７を読む。

○新しく知ったことや気付きを書く。
（個人）

○グループで交流する。

Ⅳ 単元計画研修

 

それでは、この問題を単元として

捉え、単元を計画してみましょう。  
 

Ⅳ－８ Ⅳ 単元計画研修

問
題
の
設
定→

単
元
の
姿

担
当
を
決
め
る
た
め
に
話
し
合
う
様
子

読
み
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
様
子

 

このB問題は、６年生が「一休さん

のとんち話」という本を読んで紙芝

居を作り、１年生に読み聞かせを

するという流れの中で、山田さん

のグループは本から「びょうぶのと

らのお話」を選んで「４枚の絵」に

する設定がなされています。そし

て、設問では、子供同士が担当す

る場面を決めるために話し合う様

子、おもしろさを伝えるための読み

方について話し合う様子が示され

ています。それでは、このような設

定や設問にある子どもの様子を授

業として捉え、単元を計画してみて
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ください。ワークシート１（単元計

画）をご活用ください。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅳ－９ 

※

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
赤
枠
部

分
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⅳ 単元計画研修

 

単元名と単元の計画を、赤枠部分

に記入するようになります。単元の

計画の際は、小学校国語Ｂ３に関

連する学習指導要領における領

域・内容（指導事項）を示していま

すので、これを単元の目標と捉え

て、それらの力を身に付けるような

展開を考えてください。ワークシー

ト１には、主な学習活動の例とし

て、学習活動の１つを示していま

す。２つ目以降の学習活動を考え

てください。それでは、考えてくださ

い。  
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Ⅳ－10 

○「ヒント集２」P３を読む。

○平成27年度 小学校国語B３を解く。

○正答例を確かめる。

○この問題を単元として捉え、単元を計画する。
（個人）

○立てた単元の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集2」P６・７を読む。

○新しく知ったことや気付きを書く。
（個人）

○グループで交流する。

Ⅳ 単元計画研修

 

それでは、立てた単元の計画を交

流してください。  
 

Ⅳ－11 

○「ヒント集２」P３を読む。

○平成27年度 小学校国語B３を解く。

○正答例を確かめる。

○この問題を単元として捉え、単元を計画する。
（個人）

○立てた単元の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集2」P６・７を読む。

○新しく知ったことや気付きを書く。
（個人）

○グループで交流する。

Ⅳ 単元計画研修

 

それでは、「ヒント集２」の小学校国

語事例６ページ～７ページの、単

元の主な学習活動を中心にお読

みください。  
 

Ⅳ－12 Ⅳ 単元計画研修

ポイント１
教師のモデル

ポイント２
自分の選んだ本

ポ
イ
ン
ト
３

繰
り
返
し
音
読

 

「ヒント集２」P６・７をワークシート１

に書くとこのようになります。あくま

で指導の例としてお考えください。

整理するとポイントが３つありま

す。１つ目のポイントは、単元の導

入時には教師の読み聞かせによ

りモデルを示し、紙芝居の具体的

な姿を捉えさせることです。２つ目

のポイントは、たくさんの物語に触

れさせるために、中心となる教材

である「びょうぶのとらのお話」（実

際の授業では「教科書教材」）で紙

芝居や音読の方法を身に付けた

力を、自分の選んだ物語で活用さ
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せることです。３つ目のポイント

は、目標としている音読する力を

付けるために、音読を繰り返す学

習活動を入れていることです。  
 

Ⅳ－13 

○「ヒント集２」P３を読む。

○平成27年度 小学校国語B３を解く。

○正答例を確かめる。

○この問題を単元として捉え、単元を計画する。
（個人）

○立てた単元の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集2」P６・７を読む。

○新しく知ったことや気付きを書く。
（個人）

○グループで交流する。

Ⅳ 単元計画研修

 

それでは、個人で、新しく知ったこ

とや気付いたことを書いてくださ

い。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅳ－14 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅳ 単元計画研修

 

それでは、ワークシート２の赤枠部

分に記入してください。 
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Ⅳ－15 

○「ヒント集２」P３を読む。

○平成27年度 小学校国語B３を解く。

○正答例を確かめる。

○この問題を単元として捉え、単元を計画する。
（個人）

○立てた単元の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集2」P６・７を読む。

○新しく知ったことや気付きを書く。
（個人）

○グループで交流する。

Ⅳ 単元計画研修

 

それでは、グループで交流してくだ

さい。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅳ－16 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅳ 単元計画研修

 

グループで交流した内容は、ワー

クシートの赤枠部分に記入してくだ

さい。  
 

Ⅳ－17 

【まとめ】
・教員として、全国調査から具体的な授業をイ
メージする力を身に付ける。
・調査問題を教材として扱う視点をもつ。

以上で研修は終わりです。お疲れ様でした。

Ⅳ 単元計画研修

 

全国学力・学習状況調査からは、

授業をイメージすることができま

す。学力を調査する問題としてだ

けでなく、授業のモデルとして全国

学力・学習状況調査を見ると、普

段の授業づくりの参考になること

が多いですし、教師の授業を計画

する力にもつながります。過去の

調査問題や、毎年の調査問題をそ

のような観点で見てみてください。

また、本研修で取り上げなかった

算数、数学の調査問題も、普段の

授業の学習活動の参考になりま

す。また、教科書の問題を調査問

題に差し替えるような教材の視点

などでの活用をしてみてください。

以上で研修は終わりです。お疲れ

様でした。  
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Ⅴ－１ Ⅴ 本時計画研修

【目的】
小学校算数を題材にして、「授業５」を意識

することで、本時を計画する力を高めることが
できる。

 

「Ⅴ 本時計画研修」の目的は、

「小学校算数を題材にして、「授業

５」を意識することで、本時を計画

する力を高めることができる」で

す。  
 

Ⅴ－２ 

【準備物】

・「ヒント集２」Ｐ５・Ｐ10～13

・平成27年度 全国調査小学校算数Ｂ５
・問題に関する資料
（「解説資料」「報告書」等）

・ワークシート（本時の計画シート）
・岡山型学習指導のスタンダード「授業５」

Ⅴ 本時計画研修

 

準備物はこのようになっています。 

※研修担当者は、読み上げる。  
 

Ⅴ－３ 

○平成27年度 小学校算数B５を解く。（５分）

○問題に関する資料を読み、正答例や問題の趣旨等を確かめる。（５分）

○問題に問われている力を付けるための指導のポイントを考える。（５分）
（グループ）

○「ヒント集２」P５とP10・11ページを読む。（５分）

○「授業５」を参考に本時を計画する。（15分）
（個人）

○本時の計画を交流する。（10分）
（グループ）

○「ヒント集２」P12・13を読む。（５分）

○指導のポイントとして捉えたことや、新しく気付いたことを書く。（５分）
（個人）

○考えたことを交流する。（５分）
（グループ）

○全体で共有する。（５分）

時間

約65分

※時間は目安です。

Ⅴ 本時計画研修

 

それでは、次のように研修を進め

ていきます。 

※研修担当者は読み上げる。時

間は、約65分です。 

  
 

Ⅴ 本時計画研修 
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Ⅴ－４ Ⅴ 本時計画研修

○平成27年度 小学校算数B５を解く。

○問題に関する資料を読み、正答例や問題の趣旨等を確かめる。

○問題に問われている力を付けるための指導のポイントを考える。
（グループ）

○「ヒント集２」P５とP10・11ページを読む。

○「授業５」を参考に本時を計画する。
（個人）

○本時の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P12・13を読む。

○指導のポイントとして捉えたことや、新しく気付いたことを書く。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。  

それでは、本研修で取り上げる平

成27年度 小学校算数B５をご準

備ください。  
 

Ⅴ－５ Ⅴ 本時計画研修

 

この算数B５において、特に設問１

の正答率は、岡山県は11.9％であ

り、全国平均正答率は、12.5％で

あり、課題が見られています。それ

では、実際に問題に取り組んでく

ださい。 

  
 

Ⅴ－６ Ⅴ 本時計画研修

○平成27年度 小学校算数B５を解く。

○問題に関する資料を読み、正答例や問題の趣旨等を確かめる。

○問題に問われている力を付けるための指導のポイントを考える。
（グループ）

○「ヒント集２」P５とP10・11ページを読む。

○「授業５」を参考に本時を計画する。
（個人）

○本時の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P12・13を読む。

○指導のポイントとして捉えたことや、新しく気付いたことを書く。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。
 

それでは、問題に関する資料を

「解説資料」（もしくは「報告書」）か

ら抜き出して配付していますので、

問題の趣旨や正答例などをご確

認ください。  
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Ⅴ－７ Ⅴ 本時計画研修

○平成27年度 小学校算数B５を解く。

○問題に関する資料を読み、正答例や問題の趣旨等を確かめる。

○問題に問われている力を付けるための指導のポイントを考える。
（グループ）

○「ヒント集２」P５とP10・11ページを読む。

○「授業５」を参考に本時を計画する。
（個人）

○本時の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P12・13を読む。

○指導のポイントとして捉えたことや、新しく気付いたことを書く。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。  

それでは、この問題に問われてい

る力を付けるための指導のポイン

トを考えたいと思います。グループ

で話し合って、指導のポイントを考

えてください。（次のスライドを示

す）  
 

Ⅴ－８ 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅴ 本時計画研修

 

話し合った内容は、ワークシートの

赤枠部分に記入してください。  
 

Ⅴ－９ Ⅴ 本時計画研修

○平成27年度 小学校算数B５を解く。

○問題に関する資料を読み、正答例や問題の趣旨等を確かめる。

○問題に問われている力を付けるための指導のポイントを考える。
（グループ）

○「ヒント集２」P５とP10・11ページを読む。

○「授業５」を参考に本時を計画する。
（個人）

○本時の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P12・13を読む。

○指導のポイントとして捉えたことや、新しく気付いたことを書く。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。
 

それでは、「ヒント集２」の４ページ

と10・11ページをご覧ください。こ

の後に、本時を計画しますので、

単元の主な学習活動を読み、単元

の展開をご理解ください。 
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Ⅴ－10 Ⅴ 本時計画研修

○平成27年度 小学校算数B５を解く。

○問題に関する資料を読み、正答例や問題の趣旨等を確かめる。

○問題に問われている力を付けるための指導のポイントを考える。
（グループ）

○「ヒント集２」P５とP10・11ページを読む。

○「授業５」を参考に本時を計画する。
（個人）

○本時の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P12・13を読む。

○指導のポイントとして捉えたことや、新しく気付いたことを書く。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。  

それでは、「授業５」を参考に本時

を計画してください。本時は、「ヒン

ト集２」のＰ11にある第３時になり

ます。その概要を読み上げます。

「長方形２つを組み合わせた図形

の面積を２等分する仕方を考え、

分割された２つの図形の面積が等

しくなる理由を、言葉や数、記号な

どを用いて説明する」です。それで

は、この概要を具体的な授業の１

時間として計画してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅴ－11 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅴ 本時計画研修

 

計画した内容は、ワークシートの

赤枠部分に記入してください。 
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Ⅴ－12 Ⅴ 本時計画研修

○平成27年度 小学校算数B５を解く。

○問題に関する資料を読み、正答例や問題の趣旨等を確かめる。

○問題に問われている力を付けるための指導のポイントを考える。
（グループ）

○「ヒント集２」P５とP10・11ページを読む。

○「授業５」を参考に本時を計画する。
（個人）

○本時の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P12・13を読む。

○指導のポイントとして捉えたことや、新しく気付いたことを書く。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。  

それでは、本時の計画を交流して

ください。特に最初に指導のポイン

トとして確認したことを、どのように

学習活動や指導上の留意点として

考えたのかご説明ください。  
 

Ⅴ－13 Ⅴ 本時計画研修

○平成27年度 小学校算数B５を解く。

○問題に関する資料を読み、正答例や問題の趣旨等を確かめる。

○問題に問われている力を付けるための指導のポイントを考える。
（グループ）

○「ヒント集２」P５とP10・11ページを読む。

○「授業５」を参考に本時を計画する。
（個人）

○本時の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P12・13を読む。

○指導のポイントとして捉えたことや、新しく気付いたことを書く。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。  

それでは、「ヒント集２」の12・13ペ

ージにある本時（第３時）の実践を

ご覧ください。  
 

Ⅴ－14 Ⅴ 本時計画研修

○平成27年度 小学校算数B５を解く。

○問題に関する資料を読み、正答例や問題の趣旨等を確かめる。

○問題に問われている力を付けるための指導のポイントを考える。
（グループ）

○「ヒント集２」P５とP10・11ページを読む。

○「授業５」を参考に本時を計画する。
（個人）

○本時の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P12・13を読む。

○指導のポイントとして捉えたことや、新しく気付いたことを書く。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。
 

それでは、指導のポイントとして捉

えたことや、新しく気付いたことな

どを書いてください。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
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Ⅴ－15 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅴ 本時計画研修

 

ワークシートの赤枠部分に記入し

てください。 

  
 

Ⅴ－16 Ⅴ 本時計画研修

○平成27年度 小学校算数B５を解く。

○問題に関する資料を読み、正答例や問題の趣旨等を確かめる。

○問題に問われている力を付けるための指導のポイントを考える。
（グループ）

○「ヒント集２」P５とP10・11ページを読む。

○「授業５」を参考に本時を計画する。
（個人）

○本時の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P12・13を読む。

○指導のポイントとして捉えたことや、新しく気付いたことを書く。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。  

それでは、考えたことをグループで

交流してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅴ－17 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅴ 本時計画研修

 

交流した内容は、ワークシートの

赤枠部分に記入してください。  
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Ⅴ－18 Ⅴ 本時計画研修

○平成27年度 小学校算数B５を解く。

○問題に関する資料を読み、正答例や問題の趣旨等を確かめる。

○問題に問われている力を付けるための指導のポイントを考える。
（グループ）

○「ヒント集２」P５とP10・11ページを読む。

○「授業５」を参考に本時を計画する。
（個人）

○本時の計画を交流する。
（グループ）

○「ヒント集２」P12・13を読む。

○指導のポイントとして捉えたことや、新しく気付いたことを書く。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）

○全体で共有する。  

それでは、交流したことを全体に

報告してください。  
 

Ⅴ－19 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅴ 本時計画研修

 

報告された内容は、ワークシート

の赤枠部分に記入してください。  
 

Ⅴ－20 

以上で研修は終わりです。お疲れ様でした。

【まとめ】
・「授業５」を意識した授業の流れを計画する。
・本時の中で、思考・判断・表現する場面を想
定し、そこへの指導・支援を充実させる。

Ⅴ 本時計画研修

 

子供たちを主体的・協働的に学習

させるためには、教師自身が１単

位時間の流れを確かなものにする

とともに、子供たち自身にも１時間

の流れを理解させておくことは必

要です。その際、「授業５」を意識

することが重要です。また、１単位

時間の中で、子供が思考・判断・

表現する場面はどこかを想定し、

そこへの指導・支援を充実させる

ことが重要です。本研修では算数

を題材にして考えましたが、研修

で確認したことは、どの教科でも共

通した重要な内容です。ぜひ、本

研修の学びを他教科の日々の授

業づくりにも生かしてください。  
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Ⅵ－１ Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

【目的】
学力向上に向け、現在の学校・学級の取り

組みを振り返るとともに、他校の実践事例を
参考にすることを通して、より実効的な学校
の取り組みを構想することができる。

 

（研修担当者は該当ページ「ヒント

集２」のP22～39をプリントアウトし

て配付しておく。また、事前に配付

して読んでおいてもらうと研修時間

の短縮ができる） 「Ⅵ 学校・学級

の取り組みブラッシュアップ研修」

の【目的】は「学力向上に向け、現

在の取り組みを見直すとともに、

他校の実践を参考することを通し

て、より実効的な学校の取り組み

を構想することができる」ことです。

お手元には、「ヒント集２」の第２章

をご準備ください。  
 

Ⅵ－２ 

○現在までの取り組みを振り返る。（５分）
（個人）

○情報交換をする。（10分）
（グループ）

○「ヒント集２」第２章から取り組むことができそうなアイディアを読む。
（10分）

○学校全体で取り組んでみたいことを考える。（５分）
（個人）

○考えたことを交流する。（10分）
（グループ）
○グループの意見を黒板等で整理し、学校の具体的取り組みについて考える。
（全体） （15分）

○個人での取り組みについて考える。（５分）
（個人）

時間
約60分

Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

 

それでは、本日はこのような流れ

で研修を進めていきます。研修時

間は、約60分です。  
 

Ⅵ 学校・学級の取り組みブラッシュアップ研修 



- 44 - 

 

Ⅵ－３ 

【準備物】

・「ヒント集２」Ｐ22～39

・付せん（一人に５枚程度）
・ワークシート

Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

 

準備物は、このようになっていま

す。  
 

Ⅵ－４ Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

○現在までの取り組みを振り返る。
（個人）

○情報交換をする。
（グループ）

○「ヒント集２」第２章から取り組むことができそうなアイディアを読む。

○学校全体で取り組んでみたいことを考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○グループの意見を黒板等で整理し、学校の具体的取り組みについて考える。
（全体）

○個人での取り組みについて考える。
（個人）

 

それでは、現在、学校や学級にお

いて、思考力・判断力・表現力等

の育成のためにどのような取り組

みを行っていますか。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅵ－５ 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

 

個人で、ワークシートの赤枠部分

を記入してください。 
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Ⅵ－６ Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

○現在までの取り組みを振り返る。
（個人）

○情報交換をする。
（グループ）

○「ヒント集２」第２章から取り組むことができそうなアイディアを読む。

○学校全体で取り組んでみたいことを考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○グループの意見を黒板等で整理し、学校の具体的取り組みについて考える。
（全体）

○個人での取り組みについて考える。
（個人）

 

それでは、個人で振り返ったことを

グループで情報交換してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅵ－７ 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

 

グループで交流した内容は、ワー

クシートの赤枠部分に記入してくだ

さい。  
 

Ⅵ－８ Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

○現在までの取り組みを振り返る。
（個人）

○情報交換をする。
（グループ）

○「ヒント集２」第２章から取り組むことができそうなアイディアを読む。

○学校全体で取り組んでみたいことを考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○グループの意見を黒板等で整理し、学校の具体的取り組みついて考える。
（全体）

○個人での取り組みについて考える。
（個人）

 

それでは、現在の取り組みの改

善・充実をしたり、新たな取り組み

を考えたりする材料として、「ヒント

集２」の第２章の10のアイディアを

ご覧ください。第２章の全部を読む

のは大変ですので、アイディアと書

かれた見出しや、その下の概要か

ら、取り上げられそうな内容につい

て読んでください。その際、取り上

げられそうなアイディアについて、

付せんを貼ったり、コメントを入れ

たりしてご覧ください。※研修担当

者はこの活動を、事前に教職員に

させておくと、研修時間の短縮に

なる。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
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Ⅵ－９ Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

○現在までの取り組みを振り返る。
（個人）

○情報交換をする。
（グループ）

○「ヒント集２」第２章から取り組むことができそうなアイディアを読む。

○学校全体で取り組んでみたいことを考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○グループの意見を黒板等で整理し、学校の具体的取り組みについて考える。
（全体）

○個人での取り組みについて考える。
（個人）

 

それでは、個人で、学校全体で取

り組んでみたいことを考えてくださ

い。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅵ－10 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

 

ワークシートの赤枠部分に記入し

てください。 

  
 

Ⅵ－11 

○現在までの取り組みを振り返る。
（個人）

○情報交換をする。
（グループ）
○「ヒント集２」第２章から取り組むことができそうなアイディアを読む。

○学校全体で取り組んでみたいことを考える。
（個人）
○考えたことを交流する。
（グループ）
○グループの意見を黒板等で整理し、学校の具体的取り組みついて考える。
（全体）
○個人での取り組みについて考える。
（個人）

Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

 

それでは、個人で考えたことをグ

ループで交流してください。 

（次のスライドでワークシートを示

す）  
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Ⅵ－12 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

 

交流した内容は、ワークシートの

赤枠部分に記入してください。  
 

Ⅵ－13 

○現在までの取り組みを振り返る。
（個人）

○情報交換をする。
（グループ）
○「ヒント集２」第２章から取り組むことができそうなアイディアを読む。

○学校全体で取り組んでみたいことを考える。
（個人）
○考えたことを交流する。
（グループ）
○グループの意見を黒板等で整理し、学校の具体的取り組みについて考える。
（全体）
○個人での取り組みについて考える。
（個人）

Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

 

それでは、グループの意見を黒板

等で整理し、学校の取り組みの方

向について共通できることを検討

していきます。  
 

Ⅵ－14 

今後の本校の具体的
取り組み
◎・・・・・・・
◎・・・・・・・

Aグループ
から出た意見

○・・・・・

Bグループ
から出た意見

○・・・・・
○・・・・・

Cグループ
から出た意見

○・・・・・
○・・・・・

Dグループ
から出た意見

○・・・・・

黒板（ホワイトボード）等のイメージ

Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

 

このようなイメージでグループごと

に書いていただき、その後補足説

明してください。最後に、共通して

いる取り組みを、「今後の本校の

具体的取り組み」として、共有して

いきたいと思います。 

（グループごとに書く） 

それでは、グループごとに補足説

明を簡単にしてください。 

（補足説明後） 

それでは、全体での協議を通し

て、「今後の本校の具体的取り組

み」を考えていきたいと思います。

実現の可能性を考えて、最終的に
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は、１つか、２つ程度に絞りたいと

思います。 

（研修担当者は司会をしながら、

協議を通して考えをまとめる） 

「今後の取り組みの方向」として共

通理解されたことをワークシートに

書いてください。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 

  
 

Ⅵ－15 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

 

交流した内容は、ワークシートの

赤枠部分に記入してください。  
 

Ⅵ－16 Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

○現在までの取り組みを振り返る。
（個人）

○情報交換をする。
（グループ）

○「ヒント集２」第２章から取り組むことができそうなアイディアを読む。

○学校全体で取り組んでみたいことを考える。
（個人）

○考えたことを交流する。
（グループ）
○グループの意見を黒板等で整理し、学校の具体的取り組みについて考える。
（全体）

○個人での取り組みについて考える。
（個人）

 

それでは、学校全体の取り組み以

外で個人で取り組んでみたいこと

を考えてみてください。 

（次のスライドでワークシートを示

す） 
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Ⅵ－17 

※ワークシートの
赤枠部分に記入し
てください。

Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

 

個人で考えた内容は、ワークシー

トの赤枠部分に記入してください。 

  
 

Ⅵ－18 

【まとめ】
・思考力・判断力・表現力等を育むためには、
学校全体での共通した取り組みが必要。

・常時効果的な取り組みにブラッシュアップ。

以上で研修は終わりです。お疲れ様でした。

Ⅵ 学校・学級の取り組み
ブラッシュアップ研修

 

子供たちの思考力・判断力・表現

力等を育むためには、学校全体で

共通した取り組みをする必要があ

ります。本日、学校の具体的な取

り組みとして共通理解したことにつ

いては、学校全体で取り組みがで

きるように研修担当者（研究推進

委員会）で更に具体的な方向を示

していきます。また、思考力・判断

力・表現力等を育む取り組みは本

日取り扱った内容以外にも多くあ

りますし、学校・学級の実態に即し

た効果的な取り組みに常時ブラッ

シュアップしていく必要もあります。

今後も全員協力してがんばりまし

ょう。以上で、研修は終わりです。

お疲れ様でした。  
 

 


